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令和4年度　野木町社会福祉協議会会費(寄付金含)納入実績

社協会員募集につきましては、多くの皆様のご協力をいただき深く感謝いたします。

令和4年度
ご協力ありがとうございました野木町社会福祉協議会会員募集

区 名

普通会員 特別会員 寄　　付
合　　　　　計

５００円以上１，０００円未満 １，０００円以上 ５００円未満

件 数 金　額（円） 件 数 金　額（円） 件 数 金　額（円） 件 数 金　額（円）

友 沼 366 183,000 1 1,000 0 0 367 184,000 

松 原 691 345,500 0 0 11 2,107 702 347,607 

新 橋 1,033 517,000 14 19,000 269 66,030 1,316 602,030 

野 木 397 198,500 2 2,000 2 600 401 201,100 

野 渡 375 187,500 0 0 0 0 375 187,500 

南赤塚 541 270,500 0 0 0 0 541 270,500 

中 谷 78 39,000 1 1,000 0 0 79 40,000 

丸林東 789 394,500 0 0 153 59,900 942 454,400 

丸林西 587 293,500 1 1,000 0 0 588 294,500 

潤 島 532 266,000 0 0 1 200 533 266,200 

若 林 155 77,500 5 5,000 8 800 168 83,300 

佐川野 229 114,500 0 0 0 0 229 114,500 

川 田 148 74,000 2 2,000 0 0 150 76,000 

区合計 5,921 2,961,000 26 31,000 444 129,637 6,391 3,121,637 

そ　    　　の　 　   　他　　　    会　　 　   員 2 2,150 

賛　　　　　　　　助　　　　　　　　　会　　　　　　　員（寄付含） 41事業所 210,000 

総　　　　　　　　　　　合　　　　　　　　　　　計 3,333,787 

野木町社会福祉協議会賛助会員
●(有)平澤製作所　様
●(株)ヒラサワ　様
●(株)日誠工業　様
●(有)三田商会　様
●(有)山田製作所　様
●神谷運送(株)　様
●フクダ工業(株)　様
●日本ピストンリング(株)栃木工場　様
●(株)不二家野木工場　様
●ゼブラ(株)野木工場　様
●坂本香料(株)野木工場　様
●(株)伊藤段ボール関東　様
●トーセロ・ロジスティクス(株)　様
●栄研化学(株)野木事業所　様
●壽工業(株)　様

（順不同）

●(株)CSIジャパン　様
●杏林製薬(株)
　わたらせ創薬センター　様
●(有)川島自動車工場　様
●東洋精工(株)　様
●(株)長谷川工業　様
●野木神社社務所　様
●(有)岩波興業　様
●永田運送(有)　様
●小山農業協同組合野木支店　様
●(有)針谷工務店　様
●(有)長浜商店　様
●(株)藤本畜産　様
●(有)岡部電器　様
●(株)サイサン　野木営業所　様

●虎屋電機(株)野木店　様
●寺田斫工業(有)　様
●小山合同タクシー(株)　様
●(株)栃木銀行野木支店　様
●丸和繊維産業(有)　様
●(株)UACJ製箔野木製造所　様
●(株)アイザックパッケージ事業本部
　野木工場　様
●(有)舘野造園　様
●(有)大森造園土木　様
●日鉄建材(株)野木製造所　様
●(株)乃木鈴建設産業　様
●(株)栗田製作所　様
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みなさまからご協力いただいた募金は、
地域福祉活動に使わせていただきます。

(2) 野木町地域福祉活動への配分 
       ●ひとりぐらし高齢者の交流事業
       ●学童・生徒V普及事業他

(1) 県内福祉施設等への配分
 　   (県配分委員会により配分先や金額が決定され、
　     栃木県内の福祉施設へ配分されます。)

◎修学資金

　この制度は、栃木県社会福祉協議会でおこない、他資金からの借入れが困難な低所得者世帯に属する者が学校教育法に規
定する高等学校、大学、または高等専門学校に就学するのに必要な経費及び入学に際し必要な経費を貸付するものです。

(本資金のご利用にあたっては、日本学生支援機構（給付・無利子)、日本政策金融公庫、母子父子寡婦福祉資金などの他の融資・給
付制度の利用が優先となります。これらが利用できるか必ず確認のうえ、ご相談ください。）

※他制度が利用できる場合は、そちらが優先となります。

貸付制度のご案内 教育支援資金(教育支援費・就学支度費)

高校…月35,000円以内
高専…月60,000円以内
短大…月60,000円以内
大学…月65,000円以内 

資金種類 貸 付 限 度 額 据置期間 償還期間 貸付利子

教育支援費

500,000円以内就学支度費

卒業後
６ヶ月以内

据置期間
経過後

20年以内

無利子
（延滞利子は年5％）

※貸付には、世帯の所得制限等の貸付要件がありますので、詳しくは野木町社会福祉協議会　５７－３１００ までお問い合わせください。

募金（内訳） 協力（世帯）数 金額（円）

友 沼 368 147,900

松 原 710 286,800

新 橋 1,331 494,365

野 木 434 174,500

野 渡 376 151,000

南 赤 塚 539 215,600

中 谷 93 37,200

丸 林 東 964 382,220

丸 林 西 599 240,700

潤 島 532 214,100

若 林 167 66,000

佐 川 野 229 91,600

川 田 150 60,000

戸別募金合計 6,492 2,561,985

街 頭 募 金 1 か所 20,368

職 域 募 金 2 か所 12,084

法 人 募 金 24 社 126,840

設 置 募 金 箱 9 か所 7,467

自動販売機募金 2 か所 38,735

利 息 1 5

総 合 計 2,767,484

令和4年度

法人募金協力事業所 令和4年度 赤い羽根募金実績表

赤い羽根共同募金にご協力
いただきありがとうございました

（順不同）

●（有）平澤製作所　様

●（株）ヒラサワ　様

●（株）日誠工業　様

●（有）山田製作所　様

●フクダ工業（株）　様

●日本ピストンリング（株）

　栃木工場　様

●ゼブラ（株）野木工場　様

●坂本香料（株）野木工場　様

●（株）伊藤段ボール関東　様

●栄研化学（株）野木事業所　様　

●壽工業（株）　様

●杏林製薬（株）

　わたらせ創薬センター　様

●（有）川島自動車工場　様

●東洋精工（株）　様

●（株）長谷川工業　様

●（有）岩波興業　様

●（有）針谷鐵工　様

●（有）針谷工務店　様

●虎屋電機（株）野木店　様

●（株）足利銀行野木支店　様

●丸和繊維産業（有）　様

●（有）峯造園　様

●（有）舘野造園　様

●（株）乃木鈴建設産業　様
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　ふくしのつどいのぎ 2022（野木町社会福祉協議会・町社会福祉ボランティア連絡協議会主催）が、令和 4 年 10
月 15 日ホープ館 (野木町老人福祉センター )で開催されました。式典では、日頃から社会福祉に尽力されている方々
に表彰状ならびに感謝状が贈呈されました。表彰終了後は、模擬店コーナーや子供向けコーナー、作品展示、ステー
ジ発表に多くの方に参加していただきました。

～ふくしのつどい のぎ 2022 を開催しました～

災害時対応シミュレーション訓練を実施しました！

受賞された皆様おめでとうございます

【表彰】 
◎民生委員児童委員及び主任児童委員
・浅野　文江 　様
・岩﨑　和子 　様
・岩村　鏡子 　様
・岡田　敏夫 　様
・岡村　好江 　様
・小久保　和子 様
・舘野　良枝 　様
・伹野　昌昭 　様
・橋本　紀三 　様
・真瀬　光子 　様
・山田　斎子 　様
・渡辺　千惠子 様
・伏木　洋子 　様

◎社会福祉団体及び社会福祉施設等の役職員
・田畑　義明 　様
・山中　詔八 　様
◎社会福祉事業協力者等
・内田　佳郎 　様
・大森　勇    　様

【感謝状】
・渡邉会計事務所　様
・野木ひまわり協議会　様
・野木町認定農業者協議会　様

ボランティア取材レポート 走辺 寿美子
　「ふくしのつどいのぎ 2022」（町社会福祉協議会・町社会福祉ボランティア連絡協議会主催）が、令和 4 年 10 月 15

日、町老人福祉センター（ホープ館）で開催されました。式典では、民生児童委員及び主任児童委員、社会福祉団体役職

員、社会福祉事業協力者等、日頃から社会福祉に尽力されている方々に表彰状ならびに感謝状が贈呈されました。

式典終了後、館内では子供向けコーナーや作品展示が設けられ、野外では模擬店コーナーやステージイベントが繰り広

げられ、多くの人たちで賑わいました。

　この日は、澄んだ秋の空が高く晴れ上がりました。「孫 3 人で来ました」という女性は、「コロナ禍で幼稚園や小学校で

行事が行われず、今日は、孫たちは大喜びです。今、お菓子のつかみ取りのコーナーで、3 人とも大いに楽しんできました

よ」と、嬉しそうに話してくれました。2 階へ上がってみると、射的やお菓子のつかみ取りコーナーが設けられ、大勢の子供

たちと保護者たちで廊下に行列ができるほど。その子供たちの顔からは、マスクをしていても解放感あふれる喜びが見えて

きました。

　お化け屋敷はボランティアさんたちの手作り。中からは、キャーキャーという子供たちの嬉しそうな叫び声が聞こえ、こ

ちらもだんだんテンションが上がってきました。

　1 階に設けられた作品展示場では、絵画や水墨画、七宝焼き、折り紙、トールペイントの作品がずらりと並んでいました。

どれも完成度の高い素晴らしい作品ばかりで、溜息が出るほど。

外へ出てみると、野外ステージではイベントが始まっていました。軽やかな音楽が流れ、鮮やかな民族衣装で踊っている

のは元気なレディたち。「NFC and カトレア会」によるフォークダンスです。次はハワイアンの演奏です。「やっぱり、お祭り

はいいですねぇ。コロナで 3 年ぶりのステージです。練習はしていたけれど、大勢の人たちの前で演奏するのは素晴らしい

です」と話してくれた男性は「唄うウクレレ」のメンバー。「木笛の木の子とギター」は、会場中、優しく繊細な音色を聞かせ

てくれました。癒されますね～。

　「元気ですか～」と言う明るい声で、会場に呼びかけるのは、「野木ひまわり」。「3 年間、長かったですねぇ。こうやって復

活できて良かった」と言えば、観客席から大きな拍手が湧きあがりました。「23 年よさこいをやってきてよかった～」と言って

踊る曲は「命をありがとう」。会場からも「生きていてよかった～♪」という歌声と一緒に手拍子が聞こえてきました。

　「焼きそばが売り切れましたが、しばらくお待ちください」と言うアナウンスが流れました。野外の模擬店コーナーでは、人

気の焼きそばやフランクフルトの他、フライドポテトやホップコーンなど、ボランティアさんたちの手作りのメニューがずら

りと並んでいます。何処も親子連れ等で大賑わい。そこに、突然、ヒーローボランティアたちが登場！　ヨーヨー釣りをして

いた子供たちも驚きの歓声をあげながら駆け寄ってきました。そして、ヒーローボランティアたちと記念撮影が始まりまし

た。参加した多くの人たちが、久しぶりに大勢の子供たちを見て元気をもらったのでは……。

　「お祭り形式のつどいは 2017 年から 5 年ぶりの開催です。初めはコロナ感染拡大状況から、どこまでできるか不安で

した。こんなに大勢の人たちがいらっしゃるとは思いませんでした。嬉しいですねぇ。特に、大勢の子供たちが喜ぶ姿に嬉し

くなりました。これも朝早くから協力して下さった 54 人のボランティアさんたちのおかげです。ヒーローボランティアのみ

な様も、子どもたちに絶大の人気でした。ご協力、ありがとうございました。そして、集って下さった大勢の方々がマスクや除

菌をして、しっかりと感染対策をとって下さったことに感謝です」と話してくれた職員の方の表情には、嬉しさと安堵感が見

えました。

　お友だちと来たという92 歳の女性の話が印象的でした。「一人暮らしなので、誰とも口をきかないこともあるんですよ。

通りに出ても、ご近所の方も外に出ていらっしゃらない。3 日間、誰とも喋らないとノイローゼになりそう。今日は、久しぶり

に賑やかなつどいに参加して、ほんとうに良かったです。楽しめましたよ」と……。

　御多分に漏れず、野木町も高齢化が進んでいます。こうやって、お祭りや集いがあると、色々な人たちとの出会いや会話

があります。昔は、笛や太鼓のお囃子が聞こえるお祭りがありました。そこには自然な地区のコミュニケーションが生まれ

ていました。今日のふくしのつどいは、そんな時代を思い出させてくれ、和みのひとときを頂きました。

ボランティア取材レポート 走辺 寿美子
　「ふくしのつどいのぎ 2022」（町社会福祉協議会・町社会福祉ボランティア連絡協議会主催）が、令和 4 年 10 月 15

日、町老人福祉センター（ホープ館）で開催されました。式典では、民生児童委員及び主任児童委員、社会福祉団体役職

員、社会福祉事業協力者等、日頃から社会福祉に尽力されている方々に表彰状ならびに感謝状が贈呈されました。

式典終了後、館内では子供向けコーナーや作品展示が設けられ、野外では模擬店コーナーやステージイベントが繰り広

げられ、多くの人たちで賑わいました。

　この日は、澄んだ秋の空が高く晴れ上がりました。「孫 3 人で来ました」という女性は、「コロナ禍で幼稚園や小学校で

行事が行われず、今日は、孫たちは大喜びです。今、お菓子のつかみ取りのコーナーで、3 人とも大いに楽しんできました

よ」と、嬉しそうに話してくれました。2 階へ上がってみると、射的やお菓子のつかみ取りコーナーが設けられ、大勢の子供

たちと保護者たちで廊下に行列ができるほど。その子供たちの顔からは、マスクをしていても解放感あふれる喜びが見えて

きました。

　お化け屋敷はボランティアさんたちの手作り。中からは、キャーキャーという子供たちの嬉しそうな叫び声が聞こえ、こ

ちらもだんだんテンションが上がってきました。

　1 階に設けられた作品展示場では、絵画や水墨画、七宝焼き、折り紙、トールペイントの作品がずらりと並んでいました。

どれも完成度の高い素晴らしい作品ばかりで、溜息が出るほど。

外へ出てみると、野外ステージではイベントが始まっていました。軽やかな音楽が流れ、鮮やかな民族衣装で踊っている

のは元気なレディたち。「NFC and カトレア会」によるフォークダンスです。次はハワイアンの演奏です。「やっぱり、お祭り

はいいですねぇ。コロナで 3 年ぶりのステージです。練習はしていたけれど、大勢の人たちの前で演奏するのは素晴らしい

です」と話してくれた男性は「唄うウクレレ」のメンバー。「木笛の木の子とギター」は、会場中、優しく繊細な音色を聞かせ

てくれました。癒されますね～。

　「元気ですか～」と言う明るい声で、会場に呼びかけるのは、「野木ひまわり」。「3 年間、長かったですねぇ。こうやって復

活できて良かった」と言えば、観客席から大きな拍手が湧きあがりました。「23 年よさこいをやってきてよかった～」と言って

踊る曲は「命をありがとう」。会場からも「生きていてよかった～♪」という歌声と一緒に手拍子が聞こえてきました。

　「焼きそばが売り切れましたが、しばらくお待ちください」と言うアナウンスが流れました。野外の模擬店コーナーでは、人

気の焼きそばやフランクフルトの他、フライドポテトやホップコーンなど、ボランティアさんたちの手作りのメニューがずら

りと並んでいます。何処も親子連れ等で大賑わい。そこに、突然、ヒーローボランティアたちが登場！　ヨーヨー釣りをして

いた子供たちも驚きの歓声をあげながら駆け寄ってきました。そして、ヒーローボランティアたちと記念撮影が始まりまし

た。参加した多くの人たちが、久しぶりに大勢の子供たちを見て元気をもらったのでは……。

　「お祭り形式のつどいは 2017 年から 5 年ぶりの開催です。初めはコロナ感染拡大状況から、どこまでできるか不安で

した。こんなに大勢の人たちがいらっしゃるとは思いませんでした。嬉しいですねぇ。特に、大勢の子供たちが喜ぶ姿に嬉し

くなりました。これも朝早くから協力して下さった 54 人のボランティアさんたちのおかげです。ヒーローボランティアのみ

な様も、子どもたちに絶大の人気でした。ご協力、ありがとうございました。そして、集って下さった大勢の方々がマスクや除

菌をして、しっかりと感染対策をとって下さったことに感謝です」と話してくれた職員の方の表情には、嬉しさと安堵感が見

えました。

　お友だちと来たという92 歳の女性の話が印象的でした。「一人暮らしなので、誰とも口をきかないこともあるんですよ。

通りに出ても、ご近所の方も外に出ていらっしゃらない。3 日間、誰とも喋らないとノイローゼになりそう。今日は、久しぶり

に賑やかなつどいに参加して、ほんとうに良かったです。楽しめましたよ」と……。

　御多分に漏れず、野木町も高齢化が進んでいます。こうやって、お祭りや集いがあると、色々な人たちとの出会いや会話

があります。昔は、笛や太鼓のお囃子が聞こえるお祭りがありました。そこには自然な地区のコミュニケーションが生まれ

ていました。今日のふくしのつどいは、そんな時代を思い出させてくれ、和みのひとときを頂きました。

野木町社会福祉協議会長表彰・感謝状受賞者野木町社会福祉協議会長表彰・感謝状受賞者

10月16日（日）第3回野木町全町避難訓練に伴い、災害時対応シミュレーション訓練を行いました。

参加者からは「初めてワンタッチパーテーションに触れられて勉強になった。」「備蓄品を見直した
い。」「コロナ禍の災害ボランティアセンターを知れた。」などの感想がありました。

参加者：きらり館登録災害ボランティア
　　　　野木町・野木町社会福祉協議会職員
内　容：ワンタッチパーテーション組立訓練
　　　　災害ボランティアの現状　講話
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　ふくしのつどいのぎ 2022（野木町社会福祉協議会・町社会福祉ボランティア連絡協議会主催）が、令和 4 年 10
月 15 日ホープ館 (野木町老人福祉センター )で開催されました。式典では、日頃から社会福祉に尽力されている方々
に表彰状ならびに感謝状が贈呈されました。表彰終了後は、模擬店コーナーや子供向けコーナー、作品展示、ステー
ジ発表に多くの方に参加していただきました。

～ふくしのつどい のぎ 2022 を開催しました～

災害時対応シミュレーション訓練を実施しました！

受賞された皆様おめでとうございます

【表彰】 
◎民生委員児童委員及び主任児童委員
・浅野　文江 　様
・岩﨑　和子 　様
・岩村　鏡子 　様
・岡田　敏夫 　様
・岡村　好江 　様
・小久保　和子 様
・舘野　良枝 　様
・伹野　昌昭 　様
・橋本　紀三 　様
・真瀬　光子 　様
・山田　斎子 　様
・渡辺　千惠子 様
・伏木　洋子 　様

◎社会福祉団体及び社会福祉施設等の役職員
・田畑　義明 　様
・山中　詔八 　様
◎社会福祉事業協力者等
・内田　佳郎 　様
・大森　勇    　様

【感謝状】
・渡邉会計事務所　様
・野木ひまわり協議会　様
・野木町認定農業者協議会　様

ボランティア取材レポート 走辺 寿美子
　「ふくしのつどいのぎ 2022」（町社会福祉協議会・町社会福祉ボランティア連絡協議会主催）が、令和 4 年 10 月 15

日、町老人福祉センター（ホープ館）で開催されました。式典では、民生児童委員及び主任児童委員、社会福祉団体役職

員、社会福祉事業協力者等、日頃から社会福祉に尽力されている方々に表彰状ならびに感謝状が贈呈されました。

式典終了後、館内では子供向けコーナーや作品展示が設けられ、野外では模擬店コーナーやステージイベントが繰り広

げられ、多くの人たちで賑わいました。

　この日は、澄んだ秋の空が高く晴れ上がりました。「孫 3 人で来ました」という女性は、「コロナ禍で幼稚園や小学校で

行事が行われず、今日は、孫たちは大喜びです。今、お菓子のつかみ取りのコーナーで、3 人とも大いに楽しんできました

よ」と、嬉しそうに話してくれました。2 階へ上がってみると、射的やお菓子のつかみ取りコーナーが設けられ、大勢の子供

たちと保護者たちで廊下に行列ができるほど。その子供たちの顔からは、マスクをしていても解放感あふれる喜びが見えて

きました。

　お化け屋敷はボランティアさんたちの手作り。中からは、キャーキャーという子供たちの嬉しそうな叫び声が聞こえ、こ

ちらもだんだんテンションが上がってきました。

　1 階に設けられた作品展示場では、絵画や水墨画、七宝焼き、折り紙、トールペイントの作品がずらりと並んでいました。

どれも完成度の高い素晴らしい作品ばかりで、溜息が出るほど。

外へ出てみると、野外ステージではイベントが始まっていました。軽やかな音楽が流れ、鮮やかな民族衣装で踊っている

のは元気なレディたち。「NFC and カトレア会」によるフォークダンスです。次はハワイアンの演奏です。「やっぱり、お祭り

はいいですねぇ。コロナで 3 年ぶりのステージです。練習はしていたけれど、大勢の人たちの前で演奏するのは素晴らしい

です」と話してくれた男性は「唄うウクレレ」のメンバー。「木笛の木の子とギター」は、会場中、優しく繊細な音色を聞かせ

てくれました。癒されますね～。

　「元気ですか～」と言う明るい声で、会場に呼びかけるのは、「野木ひまわり」。「3 年間、長かったですねぇ。こうやって復

活できて良かった」と言えば、観客席から大きな拍手が湧きあがりました。「23 年よさこいをやってきてよかった～」と言って

踊る曲は「命をありがとう」。会場からも「生きていてよかった～♪」という歌声と一緒に手拍子が聞こえてきました。

　「焼きそばが売り切れましたが、しばらくお待ちください」と言うアナウンスが流れました。野外の模擬店コーナーでは、人

気の焼きそばやフランクフルトの他、フライドポテトやホップコーンなど、ボランティアさんたちの手作りのメニューがずら

りと並んでいます。何処も親子連れ等で大賑わい。そこに、突然、ヒーローボランティアたちが登場！　ヨーヨー釣りをして

いた子供たちも驚きの歓声をあげながら駆け寄ってきました。そして、ヒーローボランティアたちと記念撮影が始まりまし

た。参加した多くの人たちが、久しぶりに大勢の子供たちを見て元気をもらったのでは……。

　「お祭り形式のつどいは 2017 年から 5 年ぶりの開催です。初めはコロナ感染拡大状況から、どこまでできるか不安で

した。こんなに大勢の人たちがいらっしゃるとは思いませんでした。嬉しいですねぇ。特に、大勢の子供たちが喜ぶ姿に嬉し

くなりました。これも朝早くから協力して下さった 54 人のボランティアさんたちのおかげです。ヒーローボランティアのみ

な様も、子どもたちに絶大の人気でした。ご協力、ありがとうございました。そして、集って下さった大勢の方々がマスクや除

菌をして、しっかりと感染対策をとって下さったことに感謝です」と話してくれた職員の方の表情には、嬉しさと安堵感が見

えました。

　お友だちと来たという92 歳の女性の話が印象的でした。「一人暮らしなので、誰とも口をきかないこともあるんですよ。

通りに出ても、ご近所の方も外に出ていらっしゃらない。3 日間、誰とも喋らないとノイローゼになりそう。今日は、久しぶり

に賑やかなつどいに参加して、ほんとうに良かったです。楽しめましたよ」と……。

　御多分に漏れず、野木町も高齢化が進んでいます。こうやって、お祭りや集いがあると、色々な人たちとの出会いや会話

があります。昔は、笛や太鼓のお囃子が聞こえるお祭りがありました。そこには自然な地区のコミュニケーションが生まれ

ていました。今日のふくしのつどいは、そんな時代を思い出させてくれ、和みのひとときを頂きました。
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　生活支援体制整備事業では、高齢者をはじめとするすべての人が地域とのつながりや生き
がいを持ちながら暮らしていけるよう、さまざまな活動の支援をしていきます。
　この『みつけた！地域のつながり』コーナーでは、地域等における個人や団体等の実際の活
動事例をシリーズでご紹介し、地域にある支え合い活動の輪を広げていきたいと思います。

！みつけた
地域の
　つながり 

❹

！みつけた
地域の
　つながり 

❹

ふれあいサロンは、町内のお近くの会場（公民館や自治会館等）に高齢者が気軽に集い、レクリエーションや趣味活
動など高齢者の相互あるいは他の世代と交流を行う場で、高齢者が住み慣れた地域で孤立することなく、楽しみと生
きがいを見出し、生き生きとした生活が送れるよう支援する場です。
町内のふれあいサロンは、現在16会場。各会場は、月１回から4回と開催頻度は様々ですが、今回、そのうちサポー

ター12名にお集まりいただき、情報交換を兼ねた会議が開催されました。
コロナ禍の影響で、各サロン会場のサポーターの皆さんは感染予防対策を講じながらの開催に苦慮している様子。
「サポーターとして困っていること、共有したいこと」をテーマにグループワークを行ったところ、「サロンの参加者
が固定化して、新しい参加者が増えない。」「お手伝いするサポーターも高齢化し、若い方がなかなか見つからない・・・」
等が共通の悩み。でも、サポータ―の皆さんはこれからも参加者とともに楽しめるメニューを考えながら頑張ってい
きたいという意欲がうかがえました。「自分たちが健康な限り続けていきたい。」との声に頭が下がる思いです。

ふれあいサロンサポーター（情報交換会）

（ふれあいサロンサポーター会議の様子）

各会場のサロン参加者、
お手伝いできるサポーターさんを
募集中です。
問合せ先
町健康福祉課高齢対策係
電話　５７－４１７３

えんじゅクラブ通信
友沼下中寿会 ～誕生会の歌「ご長寿数え唄」～

　友沼下中寿会は３ヶ月に１度年４回誕生会を開いています。
そして毎回つぎの「ご長寿数え唄」を歌っています。

　１～９まで会員がモデルなのですが、みんな気安く大声で歌っています。
　以前は食事をしながら楽しんでいましたが、コロナ禍以後は輪投げ・ペタンク・ボッチャなどのスポーツをしていま
す。その成果が出たのか、ペタンクチームは県大会に出場できました。

１つとせぇ　人もうらやむ仲良しで　おて手つないでお買い物
　――　そいつぁ　ホントかね　そいつぁ　ホントだよぉ　――
２つとせぇ　　２人並んでお出かけは　いつでもどこでも軽トラよ
３つとせぇ　　見合いの時から一目惚れ　あれからかれこれ５０年
４つとせぇ　　嫁はやさしく孫げんき　たのしい我が家の夕ご飯
５つとせぇ　　いつも明るくごあいさつ　ご近所つきあい大切に
６つとせぇ　　無駄に長生きしてません　今では近所の生き字引
７つとせぇ　　泣いて笑ってケンカして　２人で築いたこの家庭
８つとせぇ　　やめてください恥ずかしい　今さら愛しているなんて
９つとせぇ　　苦労話は忘れたよ　みんな楽しい思い出よ
１０つとせぇ　とうとう出ました野木町の　ここは下中寿会

友沼下中寿会会長　山中　詔八
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日

：
毎

週
　

月
曜

日
・

木
曜

日
　

　
　

　
1

0
:0

0
～

1
2

:0
0

利
用

料
：

無
料

場
　

所
：

中
古

屋
公

民
館

開
催

日
：

毎
月

第
２

・
第

４
火

曜
日

　
　

　
　

9
:0

0
～

1
2

:0
0

利
用

料
：

１
回

　
1

0
0

円

松
原
サ
ロ
ン

2 場
　

所
：

松
原

第
二

　
　

　
　

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

開
催

日
：

毎
月

第
１

～
第

４
火

曜
日

　
　

　
　

1
0

:0
0

～
1

2
:0

0
利

用
料

：
１

回
　

1
0

0
円

新
橋
東
サ
ロ
ン

3 場
　

所
：

新
橋

東
集

会
所

開
催

日
：

毎
月

第
２

・
第

４
火

曜
日

　
　

　
　

1
0

:0
0

～
1

2
:0

0
利

用
料

：
１

回
　

1
0

0
円

新
橋
西
サ
ロ
ン

4 場
　

所
：

新
橋

小
学

校
（

空
教

室
）

開
催

日
：

毎
月

第
２

・
第

４
火

曜
日

　
　

　
　

1
0

:0
0

～
1

1
:3

0
利

用
料

：
1

回
　

1
0

0
円

野
木
サ
ロ
ン

5 場
　

所
：

野
木

会
館

開
催

日
：

毎
月

第
１

・
第

３
火

曜
日

　
　

　
　

9
:3

0
～

1
1

:３
0

利
用

料
：

1
回

　
1

0
0

円

ひ
ふ
な
サ
ロ
ン

6 場
　

所
：

野
木

１
の

２
集

会
所

開
催

日
：

毎
月

第
１

・
第

４
月

曜
日

　
　

　
　

9
:0

0
～

1
2

:0
0

利
用

料
：

１
回

　
1

0
0

円

野
渡
サ
ロ
ン

7 場
　

所
：

野
渡

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

　
　

　
　

セ
ン

タ
ー

開
催

日
：

毎
月

第
２

・
第

４
火

曜
日

　
　

　
　

9
:3

0
～

1
2

:0
0

利
用

料
：

１
回

　
1

0
0

円

中
之
内
サ
ロ
ン

9 場
　

所
：

中
之

内
公

民
館

開
催

日
：

毎
月

第
3

月
曜

日
　

　
　

　
1

0
:0

0
～

1
2

:0
0

　
　

利
用

料
：

１
回

　
1

0
0

円

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

丸
林
西

11 場
　

所
：

丸
林

西
会

館
開

催
日

：
毎

月
第

１
・

第
３

火
曜

日
　

　
　

　
1

0
:0

0
～

1
2

:0
0

利
用

料
：

１
回

　
1

0
0

円

丸
林
東
サ
ロ
ン

10 場
　

所
：

丸
林

東
土

地
区

画
　

　
　

　
整

理
記

念
会

館
開

催
日

：
毎

月
第

１
～

第
４

火
曜

日
　

　
　

　
9

:0
0

～
1

2
:0

0
利

用
料

：
１

回
　

1
0

0
円

若
林
サ
ロ
ン

16 場
　

所
：

若
林

集
落

セ
ン

タ
ー

開
催

日
：

毎
月

第
2

月
曜

日
　

　
　

　
9

:3
0

～
1

1
:3

0
利

用
料

：
１

回
　

1
0

0
円

川
田
サ
ロ
ン

15 場
　

所
：

川
田

集
落

セ
ン

タ
ー

開
催

日
：

毎
月

第
２

火
曜

日
　

　
　

　
9

:3
0

～
1

1
:3

0
利

用
料

：
１

回
　

1
0

0
円

い
き
い
き
サ
ロ
ン

あ
ぶ
ら
や

14 場
　

所
：

佐
川

野
区

内
個

人
宅

開
催

日
：

毎
月

第
３

木
曜

日
　

　
　

　
9

:0
0

～
1

2
:0

0
利

用
料

：
1

回
　

1
0

0
円

佐
川
野
サ
ロ
ン

13 場
　

所
：

佐
川

野
上

公
民

館
開

催
日

：
毎

月
第

１
・

第
３

火
曜

日
　

　
　

　
9

:3
0

 ～
 1

1
:3

0
利

用
料

：
1

回
　

1
0

0
円

潤
島
サ
ロ
ン

12 場
　

所
：

潤
島

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

　
　

　
　

セ
ン

タ
ー

開
催

日
：

毎
月

第
２

～
第

４
火

曜
日

　
　

　
　

9
:0

0
～

1
2

:0
0

利
用

料
：

１
回

　
1

0
0

円

サ
ロ
ン
北
斗

８ 場
　

所
：

北
斗

自
治

会
館

開
催

日
：

毎
月

第
２

・
第

４
水

曜
日

　
　

　
　

9
:3

0
～

1
1

:0
0

利
用

料
：

１
回

　
1

0
0

円

7
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地域ふくし・思いやりプロジェクト地域ふくし・思いやりプロジェクト
～やきそば配布会～～やきそば配布会～

職場体験（マイチャレンジ）職場体験（マイチャレンジ）を受け入れました!!を受け入れました!!

ご来場、ありがとうございました!!

　野木町社会福祉協議会では、中学生の職場体験を受
け入れました。
　デマンド交通予約センターでのオペレーター体験や、
町内の点字サークルとの交流など、社協のお仕事を 3
日間体験しました。

⬅デマンド交通センターでのオペレーター業務の様子

　『地域ふくし・思いやりプロジェクト』の第 3 回を 12 月 17
日（土）に、野木町老人福祉センター（ホープ館）で実施し
ました。
　今回も出来たての焼きそばとお米のセットをご用意し、配
布開始から 1時間で用意した数量を配布完了しました。
　今年度から始まった「地域ふくし・思いやりプロジェクト」
も計 3 回となりました。来年も地域の皆さまの「ふだんのく
らし」を応援するために、必要な取り組みを実施していきます。

これまでのプロジェクトのようす

これまでの配布数
・カレー　　150 食　・やきそば　300 食
・お米　　　650kg

第
３
回

　「おれんじカフェ」とは、認知症の方やその介護をされている方、認知症に関心が
ある方など、誰でも気軽に利用できる憩いの場です。認知症に関すること、日頃の
悩みや思いなどをみんなで共有してみませんか？

おれんじカフェ

●会　場：野木町総合サポートセンター ひまわり館
●内　容：講話、情報交換　など
●日　時：2月13日(月)：介護技術について
            　 3月14日(火)：地域の支え合いづくり
                4月19日(水)：認知症の人を支えるサービスについて
            　  各日　午後2時～午後3時
●定　員：先着15名（※要事前申し込み）

＊開催月により申し込み開始日が異なりますので、町の広報をご確認の上問い合わせ先へお電話、
　または町保健センター窓口までお申し込みください。
＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため、状況により中止する場合があります。
　　＜問合せ先＞　野木町役場　健康福祉課高齢対策係　　  　℡　57-4173



『ふれあい福祉総合相談』のお知らせ
野木町社会福祉協議会では、日頃から抱えているいろいろな悩みや問題について、相談に応じられるように「ふれあい福祉総合相談」を開設しています。

●いずれの相談も無料です。秘密は厳守いたします。

毎月第１水曜日
午前10時～正午

日頃の悩みなど
日常生活について

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

野木町社会福祉協議会
（野木町老人福祉センター内）
☎57-3100

野木町地域包括支援センター
【本センター】　  ☎57-2400
【サブセンター】  ☎23-2200

弁護士

社協職員

社協職員

地域包括支援
センター職員

ボランティア保険の加入や
社会福祉支援活動に
関する相談のある方

生活資金や日常金銭管理に
心配のある方

介護に関する相談のある方

財産・扶養・土地・金銭貸借・
賠償・離婚などの問題に
関する相談

（原則として、令和4年度内に
  1人2回とします。）

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分

毎月第3木曜日
午前10時～正午

（要予約・問い合わせ先まで
 ご連絡ください。）

法律(弁護士)相談

ボランティア相談

心配ごと相談

介護相談

生活資金・
地域福祉権利擁護相談

日時 内容 相談員相談種別 問い合わせ先

野木町生活支援体制整備事業

高齢者のちょっとした困りごとを支えるために、
ボランティアをはじめてみませんか？

「地域ささえ手」ボランティア養成講座

受講生
募集

　地域の支え合い・助け合いへの理解を深めるとともに、誰でも気軽に参加で
きるボランティア活動や支援活動について、活動紹介をとおして実際に活動さ
れている方のお話を聞きながら、新たな地域のささえ手の輪を広げていきます。

令和５年３月１日（水）　13:30～16:00

野木町老人福祉センター（ホープ館）　２階教養室

地域の支え合い・助け合いについてのお話

町内の福祉ボランティア活動について

ボランティア活動されている方のお話

誰かのために、できる時に、できる範囲で、無理なく活動したい方など、

広く参加者を募集します。受講料は無料です。

20 名

令和 5 年 2 月 6 日（月）から 2 月 17 日（金）まで

電話又は窓口までお申込み下さい（平日９:00～17:00）

町地域包括支援センター　野木町丸林 582-1（ひまわり館内）　☎５７－２４００
又は、町社会福祉協議会　  野木町友沼 5840-7（ホープ館内）　 ☎５７－３１００

申込み
・

問合せ先

日　時：

場　所：
内　容：

対　象：

定　員：

申込み：

9



・日本生命労働組合　様 …………… 30,000円ギフト券
・JUNCTION HAIR GALLERY野木店　様
 …………………………………………………… 8,880円

11月

・七宝焼きメルヘン会 　様 …………………… 10,550円
・須藤　敏明 　様 ……………………………………………
  車いす、ポータブルトイレ、シルバーカー、衛生用品多数
・一般社団法人生命保険協会栃木県協会 　様

………………………………………… 福祉巡回車両1台
・JUNCTION HAIR GALLERY野木店　様
 …………………………………………………… 8,880円
・日本ピストンリング労働組合　様 ………… 15,000円

12月10月

・匿名　様 ……………………………………… 150,000円
・渡邉会計事務所　様 ………………………… 50,000円
・古河ヤクルト販売株式会社　様 …………… 23,000円

善意の寄付善意の寄付 ありがとう
ございました!！
ありがとう
ございました!！

　12月7日、一般社団法人生命保険協会栃木県協会様から、福祉巡回車両１台の寄贈を受けました。
　同会は、地域福祉の向上に役立てて欲しいとの思いから、加盟する生命保険会社員の皆様に募金を呼び掛け、平成４年か
ら毎年県内の社協に福祉巡回車両の寄贈をされています。
　今年度は野木町社協と小山市社協で寄贈を受けました。寄贈された車両は、福祉サービスの向上のため、地域での各種福
祉活動に使わせていただきます。

生命保険協会 様 
福祉巡回車両贈呈

社会福祉法人
野木町社会福祉協議会

〒329-0101
栃木県下都賀郡野木町大字友沼5840-7（ホープ館）
TEL.（0280）57‒3100　FAX.（0280）57‒3101
●企画・編集／野木町社会福祉協議会
令和５年1月26日発行

地域包括支援センター職員募集（正規職員）
採 用 人 数 １名

採 用 年 月 日 令和５年４月１日

業 務 内 容 高齢者に関する相談援助業務、介護予防プランの作成等

募 集 職 種 保健師、看護師、社会福祉士又は介護支援専門員

学 歴・ 資 格

要　 件　 等

①�平成５年４月２日以降に生まれた方で保健師（地域ケア・地域保健等経験のある看護師
を含む）・介護支援専門員・社会福祉士のうち、いずれかを保有している方、もしくは取
得見込の方
②普通運転免許（ＡＴ限定可）を有する方
※�上記①と②の条件をいずれも満たし、①の取得見込については、採用日までに国家試験
等に合格していることが採用条件です。

試 験 日 令和 5 年 2 月 26 日（日）（教養試験、適正検査、作文試験、面接試験）

試 験 会 場 野木町老人福祉センター（ホープ館）

申 込 方 法 募集要項を当会で配布します。
また、要項は当会のホームページからダウンロードできます。

受 付 期 間
令和５年１月 30 日（月）～２月 15 日（水）
土・日を除く（午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分）
郵送の場合は、２月 15 日（水）必着

問合せ・申込先 社会福祉法人野木町社会福祉協議会
下都賀郡野木町大字友沼 5840-7　　TEL：0280-57-3100
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